
1～4号機外部電源喪失時の
運用の見直しに伴う変更について

2020年１１月２４日

東京電力ホールディングス株式会社



1

１．概要について

変更前（現在） 変更後

大熊線
３L

大熊線
４L

東電
原子力線

双葉線
１L

双葉線
２L

大熊線
３L

大熊線
４L

東電
原子力線

１～４号機
プラント設備

双葉線
１L

双葉線
２L

５～６号機
プラント設備

概要・目的
1～4号機外部電源喪失時の運用について，東電原子力線

の運用条件を見直し，電源喪失時の受電復旧の短縮化に努
めるもの。

１～４号機
プラント設備

５～６号機
プラント設備

：送電回線事故

：健全な送電回線

現状の実施計画書の記載では，
大熊線及び双葉線が停止した場合に，
東電原子力線を使用することとなっている。

大熊線・双葉線
が使用できない
場合に使用可



２．実施計画の変更概要について

実施計画の変更点の概要は以下の通り。

記載箇所 変更内容

本文
・2.7.1.5 主要な機器 (2) 送電線
・2.7.1.8 機器の故障への対応

1～4号機外部電源喪失時の
運用の見直しに伴う変更

第Ⅱ章 特定原子力施設の設計
２．７電気系統設備
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３．電源喪失時の運用について

電源喪失時の運用については，以下の通り短縮化が図れる。

３

東電原子力線での復旧については，断路器や遮断器の操作が必要となるが，
免震重要棟からの遠方操作での受電操作が可能である。
（１̃４号機と５̃６号機間の連系線は現場操作が必要な箇所があり，現場

出向等が必要となる。）
※ただし，送電系統事故の状況によっては，連系線での復旧が早期に可能な場合もある。

東電原子力線からの受電 双葉線からの受電

大熊線
３L

大熊線
４L

東電
原子力線

双葉線
１L

双葉線
２L

大熊線
３L

大熊線
４L

東電
原子力線

１～４号機
プラント設備

双葉線
１L

双葉線
２L

５～６号機
プラント設備

１～４号機
プラント設備

５～６号機
プラント設備

＜大熊線３号及び４号線電源停止時＞

現場操作でのしゃ断器操作が
必要な箇所がある

遠方操作で可能



変更前（現在） 変更後
（2）送電線

外部電源は、以下の4回線の66kV送電線により当社の
電力系統から受電する。

大熊線3号
大熊線4号
双葉線1号（5号機及び6号機の起動用開閉所で受電）
双葉線2号（5号機及び6号機の起動用開閉所で受電）

これら66kV送電線は、1回線で特定原子力施設の必要
電力を送電し得る容量を有する。

また、上記の66kV送電線が全て停止するような場合，
東北電力（株）東電原子力線から受電する。

（2）送電線
外部電源は、以下の4回線の66kV送電線により当社の

電力系統から受電する。
大熊線3号
大熊線4号
双葉線1号（5号機及び6号機の起動用開閉所で受電）
双葉線2号（5号機及び6号機の起動用開閉所で受電）

これら66kV送電線は、1回線で特定原子力施設の必要
電力を送電し得る容量を有する。

また、上記の66kV送電線のうち、大熊線3号、4号が停
止するような場合，他の66kV回線（双葉線1号、2号、
東北電力（株）東電原子力線）のいずれかから受電する。

４．実施計画の変更箇所について

現状の記載では，送電線４回線停止時に東電原子力線を使用することとしているが，
１～４号機プラント設備の早期復旧を考慮した場合に，柔軟な対応ができるように
記載の見直しする。

４



変更前（現在） 変更後
2.7.1.8 機器の故障への対応

常時は66kV２回線（大熊線３号，４号）から所内電
力を供給するが，いずれかの回線の停電時には他方の回
線で電力を供給する。新福島変電所からの全ての回線
（大熊線３号，４号，双葉線１号及び２号）が停止して
いる場合には，東北電力（株）東電原子力線66kV１回
線から供給する。これら全ての外部電源が停電している
場合には，非常用所内電源から必要な設備の電力を供給
する。更に，非常用所内電源からの電力供給ができない
場合は，電源車２台から必要な設備の電力を供給する。
これらの切替における6.9kV 所内高圧母線の連系につい
ては，連系用遮断器を手動にて投入する操作を実施する。

2.7.1.8 機器の故障への対応
常時は66kV２回線（大熊線３号，４号）から所内電

力を供給するが，いずれかの回線の停電時には他方の回
線で電力を供給する。新福島変電所からの回線（大熊線
３号，４号）が停止している場合には，他の66kV 回線
（双葉線1 号，2 号，東北電力（株）東電原子力線）の
いずれかから供給する。これら全ての外部電源が停電し
ている場合には，非常用所内電源から必要な設備の電力
を供給する。更に，非常用所内電源からの電力供給がで
きない場合は，電源車２台から必要な設備の電力を供給
する。これらの切替における6.9kV 所内高圧母線の連系
については，連系用遮断器を手動にて投入する操作を実
施する。

４．実施計画の変更箇所について

５


